
254 消化管検査マニュアル

最 後 に

簡単にテクニカルレポートに対する考え方を

述べてきたが，このシステムは消化管X線検査

のみに利用するものではなく，将来的には情報

発信源入力という概念に発展していくであろう

ということは容易に予測がつく。むしろ，情報

発信源入力の概念を今後どのように発展させて

いくのかを模索することが重要な課題となろう。

テクニカルレポートシステムが，そのワンス

テップとなれば幸いである。

（渡辺雅弘）
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